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 加東市上⽥地区で⽣まれ育った⾼橋さん。⾼校⽣のときにテレビで紹介されていたSOHO(Small Office Home Office)に憧れ、そのワークスタイルを実現させる⼿段として⼤学卒業後、ライターの道へと進まれた。そして現在、⾃宅をオフィス(スタブロブックス株式会社)として全国発売の書籍の制作・発⾏や、広報媒体の企画・編集などをされている。
 令和7年2⽉出版予定の『地元⼈』は⾼橋さんひとりではなく、社⾼校⽣活科学科地⽅創⽣班5⼈、⺟校の恩師など加東市で⽴ち上げたチームで鋭意制作中。加東市で⽣きる⼈・⽣きた⼈の営みから⾒えてくる⾎の通ったストーリーを地元主体で掘り起こし、その地域らしさを描こうとしている。

 “その地域らしさを、「⼈」を軸に描く” そんなコンセプト
のもと、加東市を舞台に『地元⼈』というローカル・マガジン
の⽴ち上げを準備しています。
 「こんな⽥舎、なんもない」。加東市にUターンした当時、
周りの⼈たちからそんな声が聞こえてきました。じゃあ私
はというと… 結局、同じように地元を⾒ていました。
 ところが、この『地元⼈』の制作を通じて加東市を⾒つめ
直すきっかけとなり、今では誰彼かまわず地元の良さを語
りたくて仕⽅がなくなっています。
 今回出版する本書を通じて、加東市の⼈たちはもちろん、
地⽅から都市部に出て頑張っている⼈たちが⾃分の地元を
⾒つめ直すきっかけになれば嬉しいです。
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